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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】平成24年11月15日(2012.11.15)

【公開番号】特開2002-118315(P2002-118315A)
【公開日】平成14年4月19日(2002.4.19)
【出願番号】特願2001-154396(P2001-154396)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｓ   3/10     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   6/02     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/35     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/37     (2006.01)
   Ｈ０１Ｓ   3/067    (2006.01)
   Ｈ０１Ｓ   3/109    (2006.01)
   Ｈ０１Ｓ   3/30     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｓ   3/10    　　　Ｚ
   Ｇ０２Ｂ   6/10    　　　Ｃ
   Ｇ０２Ｆ   1/35    ５０１　
   Ｇ０２Ｆ   1/37    　　　　
   Ｈ０１Ｓ   3/06    　　　Ｂ
   Ｈ０１Ｓ   3/109   　　　　
   Ｈ０１Ｓ   3/30    　　　Ｚ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成24年10月2日(2012.10.2)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５４】
　図９の中のＳＭ１ｆは、図８に関して記述されたような側方ポンプＹｂ増幅器４０を有
するが、他のポンピング配列も実装されている。Ｙｂファイバ４４は、当然偏光保持で、
偏光子３１が単一の偏光状態を選ぶために挿入される。ファイバブラッグ回折格子３７は
、Ｙｂの利得バンド幅に比べ小さな反射バンド幅をもち、Ｙｂの利得バンド幅に比べ小さ
なバンド幅をもつパルスの発振を確実にする。ブラッグ回折格子３７はチャープされるか
、あるいはチャープされない。チャープされないブラッグ回折格子の場合、Ｙｂ発振器内
で発振するパルスは、正にチャープされる。Ｙｂ発振器内でのパルス発生あるいは受動モ
ードロックは、可飽和吸収体２８で始められる。光ファイバ３９は付加的で、Ｙｂ増幅器
４０に送り出されたパルスのバンド幅をさらに制限する。
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